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【「ゆっくり生きる。」展関連企画】

《連続講座》　ロハスのＡＢＣ　～「食」から見直すいのち　

■日時　①平成20年１月20日（日）②２月３日（日）③２月17日（日）、いずれも午後２時

～３時30分　■会場　講義室　■内容　①「日本茶をたのしむ」各種日本茶の多様な味

わいを実感できるカフェ開店。お茶の美味しい入れ方も体験②「もう牛を食べても安心

か～〈流れ〉の中にある命のふしぎ」科学ジャーナリスト賞受賞の講師による分子生物

学の分野から見た「食」の安全性③「有機（オーガニック）とであう」通常会員限定の旬の

有機野菜を予約販売（後日配送）　■講師　①日本茶カフェ「 一日 」オーナー・遠城靖氏
ひとひ

②青山学院大学理工学部教授・福岡伸一氏③ヘルシーママＳＵＮ代表・西馬きむ子氏　

■受講料　3,200円＜全３回＞＊②③は、１回のみの受講も可（1,300 円）　■定員　30

人＜全３回＞＊②③ １回のみ受講は各20人　■申し込み　往復はがきに氏名・住所・

電話番号・年齢・参加回（１回のみ受講の場合は、希望回を記入）を記入し、１月５日（土）

＜必着＞で、下記「ロハスのＡＢＣ」係へ。 ※応募者多数の場合は抽選します。

問い合わせ　美術博物館　緯38-5432（〒659-0052 伊勢町12-25）

【親と子の講座】　落ち着きを作る「茶道」

■日時　12月23日（日）午後１時30分～３時　■会場　講義室　■内容　和の心、日本

人のたしなみとして茶道に楽しく接しましょう　■講師　表千家茶道教授・橘雅子（宗

雅）氏　■参加費　ペア2,000円（お菓子代・お茶代含む）※いす式のお手前　■対象　

幼稚園（５歳以上）～中学生の兄弟・親子　■申し込み　ファクスまたはメールで下記へ

【特別講座】　北村春江・楽しい暮らしのための法律（うれしい相続・もめる相続）

■日時　１月８日（火）午前10時～11時30分　■会場　講義室　■内容　相続関係の法

律講座(なつかしいおやつ付き)　■講師　弁護士・北村春江氏(元市長)　■受講料　

3,000円（おやつ代含む）　■定員　20人　■申し込み　ファクスまたはメールで下記へ

　

【文学講座と懐石料理】　たつみ都志の「文学に見る男と女」

■日時　１月11日（金）午前10時30分～午後２時　■内容　第３回目「男の味方・女の

敵～山崎豊子『女の勲章』～」男と女各々の思いとその立場等、面白くて知的で楽し

い話　■会場　大原町「たか木」　■講師　谷崎館・たつみ都志副館長　■受講料　

7,500円（食事代含む）　■定員　24人　■申し込み　ファクスまたはメールで下記へ

【雑学講座】　男の雑学塾　藤本義一「人間模様」

■日時　１月27日（日）午前10時30分～午後１時　■会場　講義室　■内容　人生を楽

しく過ごすための楽しい講座と田舎の昼ごはん　■講師　作家・藤本義一氏　■定員

24人　■受講料　4,000円（昼食代含む）　■申し込み　ファクスまたはメールで下記へ

谷崎潤一郎記念館の催し

問い合わせ　谷崎潤一郎記念館　緯23-5852/FAX38-3244　
Eメール：ashiya-tanizakikan@rhythm.ocn.ne.jp
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●
今
回
か
ら
、
平
成
五
年
に
発
行
の
「
あ
し
や
子
ど
も

　
風
土
記
　
歴
史
さ
ん
ぽ
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
冊
子
は
、
今
か
ら
十
四
年
以
前
の
発
行
時
点
で

　
『
○
○
年
前
』
と
い
う
記
載
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
読
ま
れ
る
時
点
で
は
、
そ
の
部
分
の
読
み
替
え
を
し
、

　
お
読
み
く
だ
さ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

シリーズあしや子ども風土記

■ご希望のかたは、美術博物館・

市役所売店で販売していますので、

ご購入ください。

※第１集「伝記・物語」・第２集「歴

史さんぽ」・第３集「植物のかんさ

つ」・第４集「小さな生きものた

ち」・第５集「文学さんぽ」と第９

集「写真で見る芦屋今むかし２」

は各冊400円。第６集「芦屋の地名

をさぐる」・第８集「描かれた芦屋

の風景」は各500円。

※第７集「写真で見る芦屋今むか

し１」　は完売しました。問い合わせ　美術博物館　緯38-5432

美術博物館の催し

“もだんるーぷバス”
～ぐるっと一日乗り放題で浪漫ただよう町めぐり～

問い合わせ
阪神南地域ループバス阪神南県民局地域魅力づくり課　緯06-6481-4549

　芦屋市・西宮市に点在する芸術・文化施設等を結ぶ「もだんるーぷバス」を、来年

２月までの土曜・日曜・祝日（※12月29日・30日・１月１日は運休）に運行しています。

■美術館コース　阪神西宮駅・大谷記念美術館(西宮)・

美術博物館(芦屋)・ヨドコウ迎賓館　■酒蔵コース　白

鷹・白鹿・アサヒビール西宮工場（事前予約制 ※緯0798-
36-9595)　■料金　自由に途中下車できる１日乗車券

（500円）　※参加施設でもさまざまな特典があります。

■発売場所　各施設（アサヒビール西宮工場を除く）、阪

急電車西宮北口駅サービスセンター、阪神西宮駅アンス

リー西宮、阪神芦屋駅、阪神三宮駅（＊車内での販売はしていません）

芦屋・西宮

美術博物館


